
午後 

 

強い風が灰色の空の下を吹き荒れている――― 

それを除けば 

ありきたりの現在 

 

隣室で爪弾かれるギターの音が 

「ある場所へ」と 

僕を沈めてゆく 

 

あなたの胸の中で４８時間 

眠りに落ちたい 

これから始まる毎日を薄めてしまいたい 

 

忘れていた部屋の扉が開かれていた 

人はこうした平凡を怖れ 

逃亡を試みるものなのだろう 

 

ギターの音が止んだ――― 

言い知れぬ恐怖が僕を包み始める 

明日が近付いてくる 

 

あなたの胸の中で４８時間 

眠りに落ちたい 

これから始まる毎日を薄めてしまいたい 

 (2006.4.2) 


